
ISSN 0910 -8785

-

-

_

No i l 3 March 1996
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日本産エンマムシ上科概説 I注'

大 原 目 宏

はじめに
エンマムシ上科Histeroideaは3 科約4000種か
ら構成される分類辞で, 日本からは114 種が知られ
る. 一昨年末に私の学位論文(0HARA,1994) が印刷
となり, 徴小エンマムシであるァカッブェンマムシ
族 (既知 l 2 l), ヨ フ シ エ ン マ ム シ

族 (2), Eutomalus属(2) 以外の分類群
は, 一応のまとめがなされた.  しかし
手元には南西諸島を中心とした徴小エ
ンマ ム シ の 記載 ・ 来記録種がいくつ
かあり, すでに整理したものにもタイ
プ標本の確認をしたいものもある. 分
類作業はしばらくは続けなければなら
ず, 将来口本産は120種ほどに增える
のではないかと思う.
日本産エンマムシ上科に関しては中
根猛彦博 l:の北降館原色民虫大図鑑
(1963) による解説 (48 種を扱った)
があり, 近年では久松定成博士による
保育社原色甲虫図鑑 (1985) (96 種)
もある. これらの図説で多くの種が同
定できると思うので,  ここではそれら
を補足する形で解説ができればよいと
思っている. 久松 (1985) には検索も
多く付されているので, 以下に記す検
索と併用してkeyを走らせていただ
ければより同定が確実になると思う.
ただし0HARA(1994) で亜科間の系統
関係を再検討し分類配列を変えたた

Recordからその姿を消し, ガムシ上科Hydorphi lo-
ideaの一部として扱われるようになった. この移動
は LAWRENCE & NEWTON(1982) による甲虫類の高
次分類の再検討が影響しているもので, そこには従
来の2 上科を区別するだけの十分な連いはないと

記されている.

図 l エンマムシモ ドキ

S tei ia 加's fero ides LEWIS

め, 図鑑類と配列が異なり使いにくいかもしれな
い. その点はご容救願いたい. 必要に応じて図を載
せるように心がけたが, 紙面の限りもあり, 図の
般つた再記般文献等を紹介するように動めた. 用語
については久松 (1985), 0HARA(1994) を参照され
たい.
1.  エンマムシ上科 HI STEROI DEA

エ ンマムシ上科は 1991/92 年の Zoological

従来のェンマムシ上科に含まれる 3
科が単系統を形成していることに意見
の連いはないようなので, あとはどこ
で上科を区切るかという問題になる.
LAWRENCEやNEWTON両博士のよう
にworldwideで虫を見て, 高次ラン
クの系統を専門に扱っている研究者の
方が他科とのギャップや分類 .の大き
さ, 特異性などに敏感で適切な判断が
できるであろう. 彼らへの鋭い反論が
ない限り近い将来エンマムシ上科はな
くなる.  ここでは従来の 「エンマムシ
上科」 を用いるが, 今の私にこれに固
執するだけの根拠は持ち合わせていな
い. 私個人としては将来,  さまざまな
角度からガムシ, エンマムシの系統関
係を再構築して自分なりの見解を作っ
て行きたいと思っている.
科までの検索 ( 日本産種をもとに)
1(4)  後基節は隔てられない. 尾節
(腹部背板) は1 節が新i翅から露出す
る.
2(3)  体形は縦長の丸みのある橋円.

前頭一頭糖縫合線(frontoclypeal suture) をもつ. 前
胸腹板基部突起 (presternal process) は短い. 翅
は細かい点刻列をもつだけで, 深い満はない. 前小
転節は銘出する. - - - - - - エンマムシダマシ科
3(2)  体形は縦長の筒形. 前頭一頭桶縫合線をもたな
い. 前 腹板基部突起は前基節の下に隠れ, 後端部
のみこぶ状に見える. 翅は深い溝をもつ. 前小転
節は露出しない. - - - - -ーエンマムシモドキ科

注1 M. 0HARA, Taxonomic note on the superfamily Histeroidea of Japan, I
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図2 エンマムシダマシ. A: 成虫背面, B: 尾節,
C: 右前脛節, 背面, C: 同, 腹面 (0HARA
1994 より ).

4( l)  後基節は広く隔てられる.  尾節は2 節が 翅
から露出する (例外: Acritus). 前頭一頭構縫合線
をもたない (例外: Bacamus). 前小転節は露出しな
い エンマムシ科
l - l . エンマムシダマシ科 Sphaer i t idae
世界に1 属3 種 (Sphaentesglabratus: ヨーロッ
パ, シベリァ ; S. Politus: アメリカ,  日本; S dim-
idiatus: 中国).  形態から他 2 科に比べ多くの古い
形質状態が認められる (前頭一頭橋縫合線をもつ, 翅
脈状態, 前小転節の露出, 単純な脚など). ガムシ類
とェンマムシ類の系統関係をさぐる上で重要な分類
であるため,  もし採集された場合には, 将来の

DNAによる系統解析研究ができるように, 乾燥標
本ばかりでなく  100% アルコールの液 標本も
作つておくべきだろう. 幼虫はS gtabratusのもの
がNIKITsKY( l976) により知られたが, 詳しい生活
史などは知られてないので生態調査が必要.
エンマムシダマシ (図2)
Sphaeri tespol itus MANNERHEIM, l 846

ADAcHl & 0HN0, 1962: 149 [目本初記録] ;
OHARA,1994:59 [西;記載].
」lヒ海適の高山帯 (利尻, 大=i',  日高) から記録が
ある. 生態的な詳細は不明. ヨーロッパのS glabra-
tusに似る. 種の同定は図説 (中根,  1963; 久松,
1985: 以下図説N, Hと略) で十分と思う.
1 - 2 . エンマムシモドキ科 Syntel i idae

tu界に5 種が知られさらに未記載種が中米に2
種いる (S teha 加s terotdes : 日本,   千島;  S.
indica : インド; S me:ncana: メキシコ ; S_ ωest-
ωoodi : メキシコ; S daυidis: 中国). エンマムシダ
マシ科と共有の古い形質状態が多く認められる. 明
らかな隔離分布(Disjunct distribution) で分類群の
古さがうかがわれる.
エンマムシモドキ (図 l, 3)
SI,ntetia h isteroides LEWIS, l 882
湯浅,  1930: 257 [再記載] ; 0HARA. l994: 61
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図3 エンマムシモドキ. A: 小術板, B: 尾節, C:
右前 節, 背面, D: 同, 腹面 (0HARA,1994 よ
り ).

[再記載].
種の同定は図説で十分と思う. 北海道適央部では
ハルニレの樹液に多い. tu'界的には珍しい種なので
欧米の研究者から交換の申し込みが多い. 幼虫は林
(1986), MAMAYEv( l 974) によって記般されている.
1- 3. エンマムシ科 H ister idae
世界に約 3800種の既知種がいる. 現在ac tiveな
分類研究者が10人ほどおり (inactiveも含めると
30人ほど) 年に約 20-30種の新種記般がなされて
いることからも,  将来4000種は越すのではないか
と思われる. 特に東南アジア, 南米は最近分類の手
がっけられていないため現代レベルでの再分類が必
要とされている.

l l 亜科に分類され, そのうち 10亜科が日本に分
布する.  亜科間の系統関係は,  l944 年に出された
WENzEL博士の論文で,  それまでの体系が一新され
た. その後MAzuR博一l:一のWorld Catalogue(1984)
でもWenzel 体系が踏襲され, 多くの研究者がこの
体系を用いている (図4). しかしCRowsoN(1974)
は早くからこの体系が人為的であることを指摘し,

M 解 用s t l
Ni p. Tpa. Tp e. ll b r. Sap. Ch l. On t . Tri . Den. Hi s. Het
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Nip. [:hi . On t . Tri . Hi s. He t . De n. fl b r. Sap. Tpa.   Tpe

図5 OHARA (1994) に発表した体系

KRYzHANovsKIJ & REIcHARDT (1976) は独自の体
系を示していた. 私自身もComparative morphol-
og y をはじめた頃から, WENzEL-MAzuR体系とあ
わない結果がではじめたので,  その結果を新しい体
系にまとめた (図5, 0HARA, 1994). 要旨は以下の
とおりである.
1. ホソエンマムシ亜科は, HeSt [頭部は前 背に
たいし水平に位置する] 形質状態 (0) から,  最も原
始的である.  ただしヒラタエンマムシ族,  ニセツツ
エンマムシ亜科では垂直から二次的に水平になっ
た.
2. WENzEL-MAzuR体系では, PsL0 [のど板(pre-
sternal lobe) をもつ (0), 待たない (1)] 形質により,
エンマムシ科を Saprinomorphae [Abraeomor-
phaein NEWTON& THAYER,1992] と His teromor-
phaeに2 分類する. 私の体系ではAnCa [触角をし
まう穴の構造] 形質の方がPsLo形質より重要と考
えたため, オオマメエンマムシ亜科はSaprinomor-
phaeに含められず, クロツブェンマムシ亜科, ドウ
ガネェンマムシ亜科,  ツツエンマムシ亜科,  ニセツ
ッェンマムシ亜科の共通祖先においてのど板を消失
したと仮定した.  またホソエンマムシ亜科にはのど
板が認められ, WENzEL-MAzuR体系に合わない.
従って, 2 分類を行なうWENzEL-MAzuR体系は支
持できない.
3.  コブェンマムシ亜科については,  アリとの共生
関係による極度の適応変化が求められたようで, 前
胸腹板の構造が多様になっている (あるものはきわ
めて単純な構造) .  そのため形態変化の系列 (trans-
formation series) に当てはめることができず, 系統
的な位置の決定がむづかしい.  しかし触角をしまう
穴が平板によって腹面より閉じられる構造は, セス
ジェンマムシ亜科,  アナァキェンマムシ亜科にみら
れる構造で,  この亜科はこれらの亜科の近くにおか
れるものと思われる. ただしのど板は認識できな
い.
4.  Ferm i [体が筒状になる ] 形質状態はキクイム
シなどを捕食する生態をもつグループに平行進化が

No. l l 3 (Mar. l996)

生じたものと考える.
5.   ドウガネェンマムシ亜科とォオマメ ェンマムシ
亜科は, 共有派生形質状態と考えられる 「後翅脈の
臀脈基部1/3 の明かな曲り」 をもつ. これらと共通
の派生形質をもっと考えられるクロツブェンマムシ
亜科,  ツツエンマムシ亜科, ニセツツエンマムシ亜
科については, 体サイズの減少にともなう翅脈の消
失がおこっており解析は困難だった. また頭部腹面
に大きな三角形の咽喉板をもっことも, これら 2 亜
科にj :t有の形質である.
6. これらのことから, WENzEL-MAzuR体系の 2
分類を却下し, 新しい体系を作った.  しかし新しい
体系には5 分岐, 3 分岐が残されているため, 幼虫
形質を取り入れるなどのさらなる形態比較を行な
い, 形質を增やし, より詳細な系統解析をすること
が望まれる.  詳細は0HARA (1994) を参照された
い.
私の新しい体系については, YELAMos博士,

HALsTEAD博士, CATERIN0氏らのェンマムシ研究
者が文書や口頭で好感を示してくれた. WENzEL博
士にもシカゴでお話を伺ったところ, 博士自身も
WENzEL-MAzuR体系を満足なものとは考えておら
ず, 「若い研究者がよりよいものへと手をいれてく
れることを望んでいた」 と好意を示してくれた. ア
メリカの研究者間ではェンマムシの系統について個
人的に議論がなされていたようで, CATERINo氏は
ほぼ私の結論に近いをイメージをもっていたし,
WENzEL-MAzuR体系が白然分類にそぐわないもの
であることを何人かの甲虫学者から聞くことができ
た. LAWRENCE& NEWTON(l995) でもWENZEL博
士の 2 分類を支持できないと記している.
また私の結論では亜科, 族などの分類群を従来の
まま扱ったが, いくつかの1111科や族は統合 ・ 分離し
なければならないものもある. アメリカの研究者も
これに気がっいているので, 今後ランクの検討や高
次タクソンの変更が行なわれるだろう. エンマムシ
科内のタクサが安定するには, 今しばらくかかりそ
うである.
亜科までの検索 ( 日本産の種をもとに)
1(2)  頭部に2 対の角をもつ.  前 腹板に触角をし
まうノ穴をもたない. 頭部腹面に触角を受ける穴があ
る. 大あごは頭部に垂直につく.

ホソエンマムシ亜科
2(1)  頭部に2 対の角をもたない.  前 腹板に触角
をしまう穴をもつ. 頭部腹面に触角を受ける穴がな
い ( ヒラタエンマムシ族とェンマムシ族は例外で浅
く細い薄をもつ). 大あごは頭部に水平につく .
3( l2)  触角をしまう穴は横長で, 前 腹板の前面
か前角腹面に位置する. たいていは穴が腹面から平
板で閉じられる.
4(9)  上唇は刺毛を生やす.
5(6) 翅の外側部は著しく盛り上がる. のど板は,
前 腹板基部突起と縫合線で明瞭に分けられないた
め, 認識できない. - - - - - コブェンマムシ亜科

3 -
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6(5) 翅の外側部は盛り上がらない.  のど板をも
つ .

7(8)  納翅は隆起した条をもたない.  たいていは通
常の条満か点刻をもつ. - アナアキェンマムシ亜科
8(7)  軸翅は隆起した条をもつ.

セスジェンマムシ亜科

9(4)  上唇は刺毛を生やさない.
10(l l)  触角柄節は広がり, 強く湾曲する. 背面に
毛をそなえる. - - - -ーアリッ'カェンマムシ亜科
l l(10)  触角柄節は普通で, 広がったり強く湾曲し
ない. 背面に毛をそなえない. -ーエンマムシ亜科
12(3)  触角をしまう穴は縦長で, 前胸腹板基部突
起にそって位置している. 穴は腹面に開いている.
l3(l4)  のど板をもつ.  ーオオマメェンマムシ亜科
14(13)  のど板をもたない.
l5(l8)  体は楕円形か長楕円形.
l6(17)  粕翅は条講をもたず,  かわりに組めの点刻
やくぼみを全体にそなえる.

17(16) i翅は条H講をもつ
クロツブェンマムシ亜科

ドウガネェンマムシ亜科

18(15)  体は筒形.
l9(20)  触角は8節と球桿部 (3節) からなる. 頭
をしまった際に, 頭は体にたいして水平になる.

20( l 9)
をしま

ニセツツエ ンマムシ亜科

触角は7 節と球桝＆ ・3  節)  からなる.  頭
った際に, 頭は体にたいして垂直になる.

ッッエンマムシ1111科
高次タクサリスト (: は図4,5 の略字)
ホソエンマムシ亜科(Niponiinae: Nip)
コプェンマムシHj科 (Chlamydopsinae: Ch1)
セスジェンマムシ亜科 (0nthophi linae:Ont)
ァナァキェンママムシ亜科(Tribalinae: Tri)
エンマムシ亜科 (Histerinae: His)
ェグリェンマムシ族 (Exosternini)
エンマムシ族 (Histerini)
マルエンマムシ族 (0malodini)
ヒラタエンマムシ族 (Ho1oleptini)
ナガェンマムシ族 (Platysomatini)

ァリッ'カェンマムシ亜科 (Hetaeri inae: Het)
オオマメェンマムシ亜科(Dendrophilinae: Den)
オオマメ ェンマムシ族 (Dendrophil ini)
ァカッブェンマムシ族(Bacaniini)
ップェンマムシ族 (Anaplei ni)
チビヒラタエンマムシ族(Paromalini)

ドウガネェンマムシ亜科(Saprininae: Sap)
クロツプェンマムシ亜科(Abraeinae: Abr)注2
ムネミゾェンマムシ族(Plegaderini)
クロツプェンマムシ族 (Abraeini)
ョフシエンマムシ族(Acritini)

注2 久松(1985) ではップェンマムシ亜科Abraeinaeと
しているが, Anaptet‘s と粉らわしいのでクロツプェ
ンマムシ亜科を使う.
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チビッッェンマムシ族 (Teretr iini)
ーセッッェンマムシ亜科(Trypanaeinae: Tpa)
ッッェンマムシ亜科 (Trypeticinae: Tpe)
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奈良県弥山から採集されたヤノ ヒメハナカミキリ とその近緑種

窪 本  幹  夫

ヤノ ヒ メハナカ ミキリ Pidoma chai ro TAMANuKI
は, 奈良県大峰山系から採集された個体に基づいて
記載された.  しかし, 長い間,  タイプ標本が行方不
明で, 本種は疑問種にされてきた. 1990年, タイプ
の所在が判明し, 私はこれを調べ, 種の実態を明ら
かにした (窪木, 投稿中). この過程で, 二度の調査
を紀伊半島の弥I llで行った.  その結果,  ヤノ ヒメハ
ナによく似た別種の存在が明らかになったので報告
する.
本文に先立ち, 費重な標本を調べる機会を与えて
下さった青木小四郎氏にお礼中し上げる.
1. Pl' dom'a chai ro TAMANuK1ヤノ ヒメ ハナカ ミキ
リ  (図1-2)

3 3 ♀, 奈良!県吉野郡天川村弥山.  10. VII.
1994, 者採集; 3 3♀♀, 同地, 15. VII i995,
_者採集; 3 2 ♀, 同地, 28. VI. 1984, 青木小
四郎採集.
体はより太い. 頭頂の点刻はより荒い. 類は発達
し, 角張る. 前 側部は三角形にふくらむ. 上翅先
端は斜めに切断される. 腿節はより太い.
2.  Pidoma sp. (図3-4)

3 3♀♀,  弥山,  10. VII i994, 者採集; 3
3 , 同地, 15. VII i 995, 者採集; 8

2♀♀, 同地, 28. VI. 1984, t. i木採集.
体はより細い. 頭頂の点刻はより細かい. 類は丸
みを帯びる. 前 側部の突出はより弱く , やや丸み
を帯びる. 上翅先端は斜めに切断されるが, 丸みが
より強い, 腿節はより細い.
両種は体色や上翅斑紋がよく似ているが, 交尾
器の中集片の形態で区別できる.

P. chairoは, おもに針集樹林帯に生息し, ゴトウ
ゾルの花から採集された. Pidoniasp. は, ブナ帯に
生.aし,  ウシコロシやゴトウッ'ルのイeから採集され
た. 画一種はブナ帯で混接するが, Pidoma sp. の出現
期はより早く, P. chairoのそれはより遅い.

窪木 (投稿中) は, f}沢山境には垂直分布域の異
なる2 種のヤノヒメハナの伸間が生息すると指摘
した. 弥山のP. chair、oと丹沢山塊高所の個体群を
比較すると, 上翅斑紋, 触角の長さと各節の比など
に差が認められる. 弥I l lの Pidonla sp. と丹沢山塊
低所の個体群を比較すると, 前 や父尾器の中集片
の形態に差が認められる.
大善獲にはヤノヒメハナの仲間のP himehana
フ トェリマキヒメハナが生息する. 本種はH川林適
(山梨県塩山市) と富上見小屋 (山梨県須玉町) の個
体を使って記載された. それにもかかわらず, 記般
文の中で, 分布域は本州, 四国, 九州と指摘されて
いる(SAITo, l992). 西口本各地のブナ林の個体は,
u川林道の P himehana と交尾器などに形態的な
差がある (窪木, 投稿中). このため, 本報では, 弥
山の低所の個体研-をPidoma sp. とした. 将来, 中
間地域の標本を調べ, 結論を出したい.
紀伊平一島で, ヤノヒメハナの仲間の異なる系統間
で収歛現象が起きたと考えられる. 両種は色彩, 斑
紋が似ているため, 混同されてきた. 種の認識にあ
たって, 色彩や斑紋だけに因われることなく , 正確
な比較形態が必要である.
なお, 弥山から明 ｮ ,ケ ,f l一帯は吉野熊野国立公
の特別保護地区に指定されているので, 白然公園法
第18 条第3 項の規定に基づき,  ヒメハナカミキリ
属各種の捕獲の許可を得て, 成虫を採集した.

引用文献

程木幹表 (投格中). 平一世紀ぶりに確認されたャノ ヒメハナ
カ ミキ リ 月'dom'a chat ro TAMANu Kl につい てーヤ ノ ヒ

メハナカミキリ極辞の再検 '・tの み一.
SAITo, S.. 1992. A new月doma from the Kantoh Moun-

tains and i ts two relati ves from Siberia. Acta Coteo-
ptero1. Japon., (2): 12-17.

(東京都世田谷区)
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図 l-4.  奈良県弥山のヤノヒメハナカミキリ 月'dom'a chairo TAMANuK1l l,2) とその近緑種月doma sP. (3,4). l ,3:
2, 4: ♀.
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0長野県における力タキンイ ロジョウカイの記録
力タキンイロジョウカイ Themus ohkaωal M.

SAToは,  大型で特徴的な色彩をしているにもかか
わらず, 従来,  一重県 (基準産地で1 例) と愛知県
でのみ記録されてきた.  ところが最近, 九州 (佐賀
県, 大分県) にも分布することが明らかになった.
回筆者は, 有田 豊教授が長野県茅野市におい

てスカシバガの調査中に採集したジョウカイ類の標
本を整理する機会があり, そのなかに本種が入って
いるのを見いだした. 同時にほかの標本も調べたと
ころ, 新たに長野県産の2 頭を発見したのであわせ
て報告する.

1♀, 長野県茅野市美濃戸,  20. VI. 1994, 有田
豊採集; 1 ,  長野lf;l大桑村のぞきど高原,  4. V I I.

1993, 中野裕道採集;  l f ,  長野県根羽村茶臼山,
16. VI. l992, 石田勝義採集.

。
, i_ -

/
。-f

図1.  カタキンイロジョウカイの分布図. ●: 既知産
地, 0 : 新産地.

末筆ながら資重な標本を調査させてくださった名
域大学農学部動物学研究室の有田 豐教授と石田勝
義博 l , 同研究室卒業生の中野裕道氏, また日頃よ
りいろいろと御教示くださる名古屋女子大学の佐藤
正考教授に厚くお礼申し上げる.

参考文献

0KusHIMA, Y., 1994. Records of Themt‘s ohkaωal M.
S AT 0 (Coleoptera, Cantharidac) fro m Kyushu.
Japan. Jpn. J. Ent., 62: 729-730.

SATo, M., l976. New Can tha ridae f rom Japan (Coleo-
ptera). Trans. Shikoku ent. Soc., l3:51-60.

(名城大学,  吉富博之 )

0 ヵタキンイロジョウカイ長野県茅野市に産す
力 タキンイ ロジョウカイ Themus ohkaωa l M.

SAT0は, 伊勢神宮産の標本を基に記般され, 愛知
県の丘陵地帯の湿地周辺で多く採集されている, 局
地的分布を,f、す種である. 佐藤正準博士によれば,
長野ll・1南端部で得られた例があるという. '華者はか
なり内陸に飛び離れた茅野市で, 偶然にも本種を発
見したので,  ここに報告しておきたい.

1 1 ? , 茅野市三井の森電神の池 (alt. l,080 m),
10. V I. 1995, 者採集, 保管.
当地は, 別荘地の中に残された自然公園であり,
溜池の背後は, 中信地方としては珍しいハンノキ林
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を伴う湿地となっている. 湿地にはミズバショウや
ノハナショウブが自生し, 遊歩道が設けられてい
る. しかし, 周囲はすべて乾燥したカラマツ植林や,
別荘地・ 畑・ ゴルフ場等になっている. 特に湿地に
流れ込む水には乏しく, 植生選移による湿地の消失
が憂慮される. 筆者が訪れたときは, 既に発生末期
の産卵期であり, 目撃した個体のほとんどは早で
あったため, 多数の採集は控えて 1 1 ♀のみ持ち
帰った.
今後, 伊那谷や山梨県側での本種の分布状況や,
栃木県・ 福島県・ 東京都から発見されている近似種
キイロ ジョウカイ hemus misatot との相互関係に
興味が持たれる. いずれの種もフジの開花期に発生
し, 特にこの花に好んで飛来するらしいので, 湿地
の近くのフジのイEは, 新産地発見の一つの端緒にな
ると思われる.
本種の長野県での採集例の有無をご教示頂いた佐
藤正孝博士, 生態について貴重なアドバイスを頂い
た高橋和弘氏に, 厚く御礼申し上げる.

参考文献

SATo, M., 1976.  New Cantharidac from Japan (Coleo-
ptera). Trans. Shikoku ent. Soc., l3:51-60.
- & K. TAKAHAsHl, 1989. A new Species Of the
cantharid genus Themus (Coleoptera) from Japan.
神奈川虫報, (90):215-217.

(111梨県 i關市,  難倉正人)

0スジバネキノ コ シバンムシを神奈川県で採集
スジバネキノコシバンムシStagetusuenoi SAKAI
は1995 年に記載された種である. 記械文によれ
ば, 本州, 四国, 九州に分布し, 本州では静岡県畑
薙第二ダム, 大阪府岩湧山が記されている. 今回,
横浜市南部円海山地域で採集した甲虫類の標本の中
に, 本種が含まれていることが分かったので, 新産
地として報告する.

l 頭, 横浜市栄区横浜自然観察の森, 28. VII.
l990, 渡採集, 酒井雅博氏同定保管.
観察の森センターの要で行った灯火採集で採れた
ものである. ちなみに,  この場所は1浦半島北部の
丘陵地にあり, 標高は100 m, 浅い雑木林 (10 m先
は雑木に覆われた急斜面) になっており, また,  リ
スや小鳥のために価場が作られていて, 一般人の立
ち入りは禁止されている.
末 ながら, 本種を同定して頂き, また本種につ
いて種々 御教示いただいた酒并雅博氏に厚く御礼申
し上げる. また, 採集に際しいっもお世話をしてい
ただいている観察の森チーフレンジャー古南幸弘
氏, 採集に協力して頂いた久保浩一氏に深謝する.

参考文献

SAKAI, M., l 995. Stagetus t‘eno l (Coleoptera, Anobiidae),
a new dorcatomine species from Japan. Spec. Bul l.
Jap. Soc. Coleopt., Tokyo, (4): 419-423.

(横浜市港南区,  渡 弘)
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茨城県未記録の甲虫8 科21 種

木 元 達之助

l993 年から95 年にかけて筆者は, 茨域県におい
て11に朽木やキノコに集まる甲虫を対象として分布
調査をおこない,  県下来記録の8 科21 種を採集し
たので報告する. 採集者はすべて筆者である.
ダェンマルトゲムシ科 Che lonar iidae
県内において,  これまでに本科甲虫の採集記録は
ない.
1)   シラホシダェンマルトゲムシ

PseudocheLo;narium laPomcum (NAKANE)
l 頭, 北茨城市定波, 23. VII i994.
湿った朽木から採集した.  また1995 年には, 灯
火に飛来したものを採集した.  いずれの採集地点も
沢付近であり, 本種は水辺に生息すると思われる.
力ツコウムシ科 Cler idae
県内では,  これまでに11 種が記録されている.

1)  モンサビカッコウムシ
NleocLerus ornatutus LEWIS
15頭, .」ヒ茨城市定波,  l3. Vm. 1994.
イヌプナの立枯に生じたニクウスバタケらしきキ
ノコから採集した. 筆者は, 富士山薩青木ヶ原でも
これと酷似したキノコで採集している.
2) ヨツモンチビカ ッ コウムシ

1soclerus Pictus LEWIS
l 頭, 北茨城市定波, 4. VI. 1994.
細い広葉樹の立枯から採集した.

3)  ムネァカマルカッコウムシ
Altochotes dichroa (LEWIS)
l 頭, 北茨城市定波, 30. VII i995.
灯火に飛来したものを採集した. 拍翅の色彩は,
かなり青味が強い.
オオキノコムシ科 Erot ylidae
県内では,  これまでに24 種が記録されている.

1)  ムモンシリグロオオキノコ
.Pselaphandra mornata (CHuJ0)
6頭, 金砂郷町西金砂山, 23. X. 1993.
地表に露出した広葉樹の根に生じたモェギタケに
似たキノコに次々 に来集した. 同地点で約30分間
採集を行ったが,  どこからどのようにして集まって
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来たかは観察できなかった.
2) オオサワチビオオキノ コ

「n tOma OSaωa l NAKANE
7 頭, 北茨城市定波, 6. VIII. 1994.
イヌブナの倒木に生じたウズラタケらしきキノコ
から採集した. 筆者は, 富士山鹿青木ヶ原でもこれ
と酷似したキノコで採集している.
3)  キベリハバビロオオキノコ
「n toma paihdic加cta (LElws)
7 頭, 真壁町椎尾山, 10. IV. l 994;6 頭, 桂村御前
山, 7. V. 1994.
椎尾山では, 広葉樹の立結に重生した濃掲色のキ
ノ コから採集した.
4) ミ ッボシチビオオキノ コ

「n'toma mao ghf rons(LEWIS
1 頭, ;t t村御前l」1, 7. V. l994; 2 頭, 北茨域市定
波, 28. V. 1994; l 頭, 金砂郷町西金砂山, 26. VI.
1994; 4 頭, 桂村御前山, 24. IX. 1 99 4.

御前山では,  クマシデの倒木に生じたネンドタケ
に似たキノコから採集した.  9 月に採集した個体の
中にはテネラルも混じっており,  この頃羽化して成
虫で越冬すると考えられる.
5) マエグロチ ビオオキノ コ

「n'toma centfah's (LEWIS)
15 頭, 金砂郷町西金砂山, 26. IX. 1993.
サクラ類の立枯に生じたカワウソタケらしきキノ
コから採集し,  10月上句まで成虫の活動を確認し
た.
6) ムツホシチ ビオオキノ コ

T r i toma toωadensis CHuJ0
4 頭, 桂村御前山, 14. V. 1994.
広葉樹の落枝に生じた白いコブ状のキノコから採
集した.
7)  ニホンホソオオキノコ

a e fapomca CROTCH
12頭, 金砂郷町西金砂山,  10. X. l 9 9 3.

マエグロチビオオキノコが活動を終えてから同じ
キノコで採集し,  10月下句まで成虫の活動を確認

図 l ~3 茨城県産オオキノコムシ類. 1. ムモンシリグロオオキノコ,  2. オオサワチビオオキノコ,  3. マエグロチビオオ
キノ コ.
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した.
8) トウキ ョウムネビロオオキノ コ

Microstomus tokioensis NAKANE
3頭, 柱村御前山,  10. IX. l994.
ミッボシチビオオキノコと同じキノコから採集し
た.  その後発見していないことから,  成虫は主に8
月頃活動するようである.
上記1~8 の他に, 末同定種を北茨城市定波にて
採集した. 一見べニバネチビオオキノコ T r itoma
rufpenms(LEWIS) に似るが, 体型, 色彩及びホスト
のキノコなどから, 別種であると思われる.
コキノコムシ科 Mycetophagidae

Ill下では,  これまでに4 種が記録されている.
l ) フタオビコキノコムシ
「nphyih'ozdes senat gs(REITTER
2 頭, 北茨城市定波, 28. V. 1994.

2)  ナミモンコキノコムシ
Mycetophagus undulatus(REITTER)
1 頭, 北茨城rfi定波, 28. V. l994.

3) アカバヒゲボソコキノコムシ
Parabaptistes reitten (LEWIS)
l 頭, _村御前山, 7. V. l994.
キノコムシダマシ科 Tetr atomidae
県下では,  1 種だけが記録されている.

1) アカバコキノ コムシダマシ

Pisenus insigms(REITTER)
3 頭, 柱村御前山,  16. IV. 1994.

2) クロコキノコムシダマシ
Pisenus rufitarsis (REITTER)
3 fifi, 金砂郷町西金砂ll、, l6. X.1993; 1 頭, 北茨
城 rli定波. 23. VII i994.
西金砂l llでは,  マエグロチビオオコノコと同じキ
ノコで採集し,  11 月ト句まで成虫の活動を確認し
た.
チビキカワムシ科 Salpingidae
県下では,  これまでに2 種が記録されている.

1) フ タオビチ ビキカワムシ

Lissodema 1)ictipenne LEWIS
8頭, 」ヒ次城Il l定波, 23. VII i994.
ブナの倒木から採集した.
ナガクチキムシ科 Melandryidae

ll-l トーでは,  これまでに36 種が記録されている.
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l)   ミッポシケシナガクチキ
Abdera tnsignata CHAMPION
10頭, 北茨城市定波, 4. VI. l994;5 頭, 北茨城市
定波, 23. VII i 994.
スエヒロタケらしきキノコの生じた広葉樹の立枯
の樹皮下に潜んでいた.  7 月に採集したのは, 全て
黒化した個体であった.
2) ルリ ナガクチキ

Meiandりa s加'moyamai HAYAsHl
1 頭, 北茨城市定波, 28. V. 1994.
夕刻, 林内でェゴノキタケに似たキノコを後食し
ていた.
力ミキリムシ科 Cer ambycidae
県下では,  これまでに219 種が記録されている.

1)  シラホシキクスイカミキリ
Eumecocera anomala (BATES)
l ♀, 水府村武生林道, 21. VI. l995.
今回の調査地点の環境を簡単に記す.
」ヒ茨城市定波 (標高約600 m). ミズナラ, ブナを
主体とした落葉性広 樹の原生林で,  コナラ,  イヌ
シデなどの二次林も見られる.
水府村武生林道 (標高約400 m). 林適沿いは, ア
カマツ, モミ,  コナラ,  シラカシなど多様な樹木で
構成された二次林で植林も多いが, 谷の下方と対岸
の斜面は人出の入らぬ自然林である.
金砂郷町西金砂山 (標高418 m).  大部分がスダ
ジイ,  カゴノキなどの照葉樹とカェデ, イヌシデな
どの落葉広集樹で構成された原生林である.

;tt村御前山 (標高186 m). 大部分がモミ, ブナ,
ヤマザクラ,  シラカシなど多様な樹木で構成された
自然林である.
真壁町椎尾山 (標高256 m).  山頂付近のみスダ
ジイの大木を含む雑木林であり, 中腹以下は植林や
資j ;iな二次林である.
末 ながら,  オオキノコムシ科についてご教示い
ただいた秋田勝己氏, 茨城県の甲虫についてご教示
いただいた大桃定洋氏, 報告内容についてアドバイ
スして下さった進藤琢也氏, 渡辺英行氏にお礼を申
し上げる.

大桃定洋他, l993
参考文献

コウチュウ目. 茨城県の民虫: 88-196.
(東京都足立区)

図4~6 オオキノコムシ類のホスト.  4. ムモンシリグロオオキノコ,  5. オオサワチビオオキノコ,  6. マエグロチビオオ
キノコ
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書 評 LONGHORN BEETLES, mustrated Key to the Cerambycidae and
Vesperidae of Europe. By Ulrich BENsE 512 pp. l995.

Margraf Verlag, Wiekersheim.
新 里 達 也

昨年の11 月はじめに, バルセロナ在住のカミキ
リ屋, Eduard VlvEsから1 冊の本が送られてき
た. 荷を紐解くと現れたのは, 最近出版されたばか
りの欧州全土を扱ったカミキリムシの絵解き検索図
説である.  「私の友人のBenseが出版したもので,
非常に良い本なのでおまえに送る」 という意味の簡
単なメモが挟み込まれていた. 著者のUlrich
BENsEを私は知らない. 論文を書き続けている人な
らば記憶に残るはずで,  もっとも本書の 末の文献

リストにも自著作は2 編の比較的短い論文が掲載
されているだけであった. 事実上この大著が彼の出
世作なのだろうか. いきなりこれほどのものを出版
してしまうとは,  さすがドイツにはスゴい奴がいる
ものだと, l Xつてしまう
本書は, その大、r:のべ一ジを形質
図を伴う検索とll重の解説にあてら
れ, 全種に欧州と周辺地域を含む分
布図が付されている. 解説は独語と
英語が見開きで両側に、It_記され, 中
央に形質図と分布図が配置されてい
る. 文体は簡潔かつ要領を得ており
判りやすく, 形態のみならず生活史
の記述がある点がうれしい. 英語の
翻訳は多少おかしな所も目に付くが
全体のレベルをi量なうほどのことで
はない. また, 豊富に挿入されてい
る形質図は,  シャープな線画で描か
れ, 巻頭の生態写真とともに美しい
仕上がりである. そして圧巻なのは

る形態的根拠が, 全体的な外観イメージを除けば,
ほとんど観察されないことである.  よく他の甲虫屋
がカミキリ屋の悪口をいうのは決まってこの辺りの
ことなのである.  それならば,  いっそのことカミキ
リムシ科の族は幻想として排除すべきなのだろう
か. BENsEは古典分類体系の柬縛から逃れ, いとも
簡単にそうしてしまったわけなのだが,  これは問題
が解決されたこととは,  もちろん別問題である.
もうひとつは,  この本ではヒサゴカミキリ族

Dorcadionini を扱っていない点である ( しっこい
ようだが, 族というタクサはここで l 回だけは登場
する).  i iをめくっていたら,  「Dorcadionini not
cons idered in th is book !」 という 字が限に飛び

巻末の文献で,  占典の始い方は頼りないものの, そ
の点数は700をゆうに越えている.  いずれにして
も, 内容および体裁の各所に, BENsEという人のセ
ンスの良さが み出ている本である.
ところで,  この本はいくつかの反則技を披露して
いる. その一番の大技は亜科以Fに族を通用してい
ない点である.  これは私にも経験があることなのだ
が, 亜科以トーのより低次のタクサに向けて順次検索
表を作成してゆくと, 現在広く採用されている族に
は整然と落ちていかないのである.  ことに形質図を
伴うと文章表現の曖昧さで逃げるわけにはいかな
い. 決まって, あちらこちらへ検索が走り出してし
まうのだ.  カミキリムシ科の族の概念は, たとえば
「これは誰が何といおうがべニカミキリ(族) なのだ」
という研究者の恣意的な態度が強く反映されている
かのようにみえる.  しかし, それでは連うのかとい
えば, その甲虫は見るからにべニカミキリ以外のも
のとは思えないのである. 間題なのはそれを支持す

込んできて, 驚かされた. 分類が困
難というのがその理由で,  と りわけ
欧州南東部の種では変異の把提が十
分ではないらしい. 欧州のコレク
ターとの標本交換では,  ヒサゴカミ
キリのリストがずらりと tfぶが, 私
はリクエストをした覚えがない. 持
同じように見えるので興味の湧かな
のである. 欧州の連中が、判らないの
に目本人が識別できるわけがないで
はないか.  そういえば目本の温帯林
には Pldoma という似たよ うな
やっかいなグループを豊かに産する
が,  こちらも同じように海外標本交
換リストでは人気が出ない.  さて,
ヒサゴカ ミキリ類であるが, BRE-

uNING(1962) が総説を書き上げてからも, イベリァ
平一島など地中海周辺では統々 と新しい種が発見され
ており, それは現在も統いている. 欧州全上を包括
したこの大作に免じて,  このくらいは限をつぶるべ
きだろうか.
ヒサゴカミキリ類が未解決のために概算になって
しまうが, 欧州には推定550種のカミキリムシが分
布するという. 欧州地域のファウナの総説は,
HARDE(1966) の中部欧州, VILLIERS(1978) のフラ
ンス,  SAMA (1988) のイタリア,  BILY & MEHL
(1989) のスカンジナビアなどが, これまでに出版さ
れているが, 本の性格は異なるにしても本書はその
集大成といえるだろう. それにしても, 国境を越え
て生物の分布域としての本来のファウナが語れるこ
とは実にうらやましい限りである. EC統合はこの
ような出版物を生む気連を創り出したのか. かのよ
うに, 世の中の動きは自分に身近なところでしか感
じ得ないことが, 良く判る. ((株)環境指標生物)
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0ヌパタマノクロア トキリゴミムシの生態的知見
ヌバタマノクロアトキリゴミムシSetotebianuba-

tama (HABU) は1957 年に山梨県金山で得られた2
雄により記載され, 以来わずか1 雄の記録が同地
(上野, 1993) にてあるのみである. 筆者らは1995
年7 月10日から11 日にかけて基産地の金山平で
本種の調査を行い複数の個体を採集することができ
た.  またその際に本種に関するいくつかの生態的知
見を得ることができたので報告する.
ヌバタマノクロアトキリゴミムシが見られたのは
バラ科のヤマナシの高さ1~2 mの枝上で,  ヤマナ
シを食草とするヤマト ョダンハムシ ParoPsides
duodecimpustutatus (GEBLER) の成虫及び幼虫と共
にビー ティングにより得られた.  この幼虫とヌバタ
マノクロアトキリゴミムシの成虫を各1 匹づつス
クリュー管に入れておいたところ, 幼虫を摂食する
のが観察された.  また周辺部において他種の樹木に
ついても同様に採集を試みたが全く本種は発見でき
ず,  自然状態においてもャマトョダンハムシの幼虫
を摂食していることが示唆される. ヤマトョダンハ
ムシは国外ではシベリァから中国,  インドまで広く
分布するが国内での記録は金山平以外ではほとんど
無く, そのためヌバタマノクロアトキリゴミムシも
金山以外で記録されなかったものと思われる.
このヤマナシからは同時に他のアトキリゴミムシ
類もフタツメゴミムシ Leb icl ia b iocutata M oRA-
w ITz, オオ ョ ツ アナァ トキリゴミムシ Parena Per-
forata (BATES), ミッアナァトキリゴミムシP trt-
punctata (BATES), べ一ツホ ソ ア トキ リ ゴ ミ ムシ
Dromius lbatesi HABUの4 種類が得られた. また本
種の体長は原記載では7.5~8.0 mmとされている
が, 今回11.0 mmに達する個体も得られた.
末 ながら, 本報告に当たり御教示を頂いた東京
農業大学 虫学研究室の渡辺泰明教授, 同大学院の
松本浩一, 岸本年郎両氏に厚く御礼申し上げる.
ヌバタマノクロアトキリゴミムシ 4 4早♀,
山梨県北巨摩郡 ii玉町金山平 (標高1,300 m付近),
10-11. VII i995, 松本慶一, 豊田浩二採集, 保管.

参考文献

HABU, A., l957. Eine NeueLebia-Art. (Coleoptera, Carab
idae). Kontyu, Tokyo, 25( l ): 25-29.
- 1967. Fauna Japonica Carabidae Truncatipen・
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十_野俊一, 1993. ヌバタマノクロアトキリゴミムシの再発
見. 甲虫ニュース, (102):14-15.

(東京農大, 松本慶一; 埼玉県嵐山町, 量田浩=)
0渡良瀬遊水池におけるゴミムシ2 種の記録
関東地方では比較的採集記録の少ない下記のゴミ
ムシ2 種を採集したので報告する.
1. タナカッヤハネゴミムシHarpa1omimetes orbi-
co ih's ITO

l f , 栃木県下都賀郡藤岡町渡良瀬遊水池, 27.
IV. 1995.
本種は従来 Harpatomimetes andreωesi ScHAu-

BERGERとされていたが, 最近 ITO(1995) によりこ
の種ではなく新種であることが発表された. 渡良瀬
遊水池は本種の基産地の一つであり過去に多数の個
体が採集されている. 筆者も未発表であるが l970
年に約100頭近い本種の集団越冬に遭遇したこと
があり, 当地においては決して珍らしいものではな
かった.  ところが遊水池の埋立・ 改修工事により環
境が激変し, 1979 年を最後に毎年調査を行ってき
たがまったくその姿を見ることがなく,  もはや絶滅
したものと思っていたところ, 僅か1 頭であるが
15 年ぶりに採集することができた. 本種が多産し
た野木町側はゴミムシ類の種類数も少なく本種の再
発見は望めそうもないが, 藤岡町側はゴミムシの種
数, 個体数共に多く全国的にみてもゴミムシ類の宝
庫のようである.
2. カラカネゴモクムシ Platymetopus flaυilabrts
(FABRICIUS)

4 f c,'''10早早,  栃木県下都賀郡藤岡町渡良瀬遊水
池, 7. IX. 1 99 5.

本種は南西諸島では普通であるが, 本州では個体
数は少なく , 燈下で採集されている. 今回遊水池の
ァシ原の砂地において多数の本種を観察し, その一
部を採集した. 樓息場所は局所的で, 砂地の荒地で,
アジの結れた茎が横倒しになったその下に隠れてい
るものが多かった. アジ原の中からは l 頭も見いだ
し得なかった.

参考文献

ITO. N., 1995. Species of the genus Harpatomimetes.
Elytra, Tokyo, 23: 267-282.

( 東京都大田区,  和泉教夫)

◇大会報告◇
日本事自翅学会第8 回大会は, 11 月 l8 日 (士), 国
立科学博物館新宿分館において開催された.
例年どおり, まず総会が開かれ, 冒頭に昨年, 急
逝された, 大倉正文氏及び石田 裕氏の御冥福をお
祈りして, 黙結が行なわれた. 今大会では総会で議
決にかけられるべき議題がなかったので, その後は
一般的な会務の進捗報告で総会は終了した. 今大会
時点での会員総数は540名であり, うちわけは一般
会員が521 名, 海外会員が8 名, 賛助会員が7 名,

名誉会員が4 名となっている.
総会の後, 特別講演と一般講演が2 件ずつ行なわ
れた. 最初の特別講演は大澤省=氏による 「ミトコ
ンドリアDNAから見たオサムシの系統進化につい
て」 という講演であった. 亜族レベルでは, DNA系
統と従来の種の分類がよく一致する例を紹介された
後, 祖先が二つに分離したその後に, 並行拡散進化
やタイプスイッチングが起きていると考えられる例
を紹介された. オオオサやマイマイカプリのグルー
プでは,  DNAによる分子系統樹は,  従来の種の分
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類よりも, 地域分布によく一致している.
今回のもう一つの特別講演は違111雅夫氏による
「民虫のパターン形成について」の講演であった. 氏
はタイ, マレ一半島からスンダ列島にかけての, タ
マムシ等の甲虫類における非連続的な形成変化を古
世代におけるゴンドワナ大陸とロー [レンシア大陸の
大陸移動と関連づけて説明された. また昆虫の体の
パターンが原則として12 の節から構成される構造
を持つことについて, 肢, 触角, 翅脈, 胴体等の具体
例を紹介され, 未分節や分節の順序の共通性や構造
の中に, さらに構造が存在することを紹介された.
今回の2 件の特別諾演は, 甲虫に関する報告とい
うよりは, 甲虫を一例として, より普通的な概念を
示唆してくれる内容であったと言える.
この後, 2 件の一般講演があり, 井村有希氏は,
世界各地の博物館のプロフィールと関係する人物を
豊富なスライドを用いて紹介した. 時間の関係上,
すべてを紹介してもらえなかったが, 今後の例会等
での続編に期待したい.  もう一件の発表は新里達也
氏によるジャコウカミキリのユーラシア大陸に存在
する歙種に関する標本観察結果と考察の報告で 
た. (講演要旨参照)
今回の大会は特別話一演と一般,講演に時間が多く割
りふられたため, 同定会や自由時間に時間をまわす
ことができなかった点があり, 次回以後の検討事項
としたい. 出席者は久しぶりに100名を越え, 新宿
パークホテルで開かれた二次会も60名以上の参加
者があった. (大会担当, 大木 裕)

一般講演要旨
<l>  世界の博物館にオサムシの基準標本を訪ねて

并村有希
民虫の記般を手がける者にとって, 海外の博物館
を訪問し, 基準標本を調査することはきわめて重要
な作業のひとつである. 今回は, 過去数年にわたっ
て訪れたttl界各地の博物館や研究施設のうち, 者

が専門とするオサムシ類について特に重要なコレク
ションを擁している, バーセル自然史博物館 (スイ
ス), パリ自然史博物館, アムステルダム動物分類学
研究所, 科学アカデミー動物学研究所 (サンクト ・
ぺテルブルク), 中国科学院動物研究所 (北京) など
の見聞録をお伝えしょうと思う. 併せて, 現在世界
の第一線で活躍中のオサムシ研究者たちの横顔や,
欧州各地で頻繁に開催されている昆虫標本展示即売
会の様子などもご紹介する予定である.
<2> ジャコウカミキリ (甲虫目力ミキリムシ科)
の地理的変異

新里達也 ( (株) 環境指標生物)
ジャコウカミキリ A romia moschata は, ユーラ
シア大陸に広く分布するァオカミキリの一種で, 主
に色彩の地理的変異から2 ないし3 亜種に分けら
れている. 基ll解重 は欧州に分布し, 体全体が青緑~
濃紺の単一色であることから他亜種とは容易に区別
できるが, 亜種 ambrosiaca (STEVENS) は通常は青
緑色の体に赤紫色の前 背板を持つものの, 色彩の

No. 113 (Mar. 1996)

変異は著しく , 基亜種と区別のつきにく い個体も出
現する. Ambrosiacaはクリミァから記載されたが,
この名称はしばしば南欧州から」ヒ海適を含む極東ま
での本種の東よりの個体辞すべてに当てられてい
る. 一方, PLAvILsTsHIKov (1933) が東シベリァか
ら記載したonentahsは, amOrosiacaと色彩では区
別できず,  この名称を用いる研究者は少ない.  この
たび, 欧州から小アジア, 極東にかけての各地域の
標本を検討したところ, onentalisはambrosiacaと
は形態的に異なる部分が多いことが判かった.  さら
に, 両者はユーラシア中央齦狽ﾅ分布が広く分断さ
れ, その隔離の時間から推定しても, それぞれが種
レベルまで分化しているものと考えられる.

特別講演要旨
ミ トコンドリアDNAからみたオサムシの系統進化

大 省_ (生命,誌研究館, BRH)
BRHオサムシ研究グループは, 1994 年5 月以
来, 石川良前, 属フ、K  修両氏の協力と, 同好者から
の材料援助をえて,  ミ トコンドリアDNAの解析か
らオサムシの系統進化を解明しょうとしている.  目
本産ほぼ全種を含む分子系統樹では, セダカオサの
祖先と力タビロオサの組先が分かれた後, カタビロ
オサ,亜_族とオサムシ亜族が分岐し, 次いでオサムシ
亜族内でほぼ同時期に5 属が放散したとの結果が
得られ, 従来の分類をほぼ支持した.  しかし, それ
ぞれの属内における系統関係は必ずしも従来の見解
と一致しなかった.  日本特産のマイマイカプリは,
カブリモドキとの近縁関係が示唆されているが, 分
子系統樹では, オオルリオサに最も近い. また, マ
イマイカプリは地理的分布に従って, 州 /中国/四
国 (ホン), 中部 (ヒメ), 東」ヒ地方南部 (コアオ/ア
オ/サド), 東北地方北部・ 北海道 (キタ, エゾ) と
いう 4 系統に分かれた. 日本特産のオオオサムシ亜
属は,  [」本列島内で激しい種分化を起こしたとさ
れ, 交尾片などの形態的特徴から, 4~5 種または種
群に分けられている. ほぼ全 (Hi) 種を含む分子系
統樹では,  祖先種からまず大きく 2 系統(aと b) に
分かれ, aでは, キイオサ系から近畿系, 中部系の種
が分化. bでは,  日本海島/東日本系, 北)'し州/山陰
系, 山陽系, 四国系, 西日本ヤコン系の5 系統に分
かれる. 並行放散進化の結果, ほとんど同じ形態の
オオオサ” (D), “ヤコンオサ' (Y),  ヒメ/クロオサ
群(J) の種が別系統に分散して出現しており, “種'
または種群は系統を反映していない.  b系統ではD
と Jが姉妹関係にあり, D。Jの進化を示唆してい
る. a系統では Jを欠き, 他の変換が考えられる. こ
のような不連続変化をタイプ・ スイッチングと名付
けた.  スイッチングの後は地理的隔離等によってタ
イプの枠内で変異が番積し, 更に多様化が進んだも
のと思われる.
昆虫のパターン形成

速山雅夫
昆虫の体節から各付属肢,  さらには付属肢上の斑
紋などに:零_るまで, 4+8 の12 節を基本数としたパ
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ターン形成のプロセスは同一であると考えられる.
また, 他の生物の解析からこのプロセスはすべての
生物に共通のものと考えられる. すなわち,  このプ
ロセスを生物の持つ基本システムの一つとして捕ら
えることができる.
生物にはこの基本システムの組み合わせによるそ
の生物特有のシステムがある. すなわち, 生物の各
部位ごとに, それを同列的, 付加的, あるいは入れ
子状にこのプロセスを繰り返す様式が決まっている
ように考えられる. 例えば体軸についてのみ考えた
場合, -ifi索動物では1 つ, 無 推動物では2 つ, 脊
椎動物では3 つ (本来は4 つの可能性が高い) の基
本システムが同列的に並んでいるのが認められる.
また, それぞれの基本システムの基部一先端部の方
向が, それより下位にある次の大きな分類群を決定
している (例えば頭足類では民虫などとは, 基本シ
ステムの方向が逆転して、illんでいると思われる).
更に, 各節から付加的に出現する基本システムをも
つュニツト ( ･虫の付属肢などを作る)  の位置や数
が下位の分類1詳を決定しているようである. した
がって,  このような分類群の間には連続的, 漸進的
変化は認めることはできない.
虫を決定するような上位構造において, そのよ

うな特有のプロセスを持っていれば, それより下位
構造においてそれがいかに異なっていようとも, そ
れによって目_現された生物は上位構造によって決定
される範 , すなわち 虫から逸脱することはな
い.
すべてのi・11の系統の分布拡散は,  これらの持つ
分布パターンの解析から基本的にゴンドワナの分裂
と大降移動によって行われたものと考えられる.
また, 一つの系統が空白地域に 入した時には,
それが本来は他の系統が取っているニッチにまで入
り込んで放散してしまうと考えられる (例えばオー
ストラリアの有袋類). 現在の系統の分布状態から
見て,  これらはニッチの分割を伴ったままで分布を
拡散して行ったものと思われる.  これも大陸移動に
よる拡散を支持する.
このような分布拡散から, すべての系統が, 彼ら
にとってノアの方舟となったトルコーイラン一北チ
ベッ トーインドシナ塊のゴンドワナからの分裂まで
に成立されている必要がある. 化石から.Ei虫の現れ
はじめた時期と,  この大陸塊の分裂の時期から判断
して, El_L1?のすべての系統は, 虫の出現とほぼ同
時に成立していたものと考えられる.
昆虫のパターン形成におけるフラクダルなプロセ
スと, 分布から推測された 虫のすべての系統の同
時爆発的な成立から判断して, 形態の変化は非線形
的であることには疑う余地はない. またある生物の
構造のとっている一つの相 (種や亜種として認識さ
れることが多い) を決定しているようなトー位構造に
おいても, 同様であることは言うまでもない. いか
なるランクの形態変化であっても同所的多分岐が基
本となる.

第113号 ( l996年3 月)

◇会計報告◇
l994年度決算 ( l994年 l 月 l 日~ l2 月31 日)
収 入 f, 算 決 算 増 減

前年度繰越金
会 費
広 告 費
出版物売 l- 金

大会会場費
難 収 入

寄 付

4,000,000円
2,500,000

120,000
84,000
70,000

0
0

3,988,967 円
2,476,000

140,000
0

66,000
44,717

300.000
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- 24,000

20,000
- 84,000
- 4,000
44,717

300.000

合 計 6,774,000 7,015,684 241,684

支 出 予 算 決 算 增 減

会 ,基印刷費
(El y tra)

(甲虫ニュース)
会  誌  送  料
通 信 費

事 務 費
大会会 場 費

予 備 費
次年度繰越金

1,600,000円
400,000
700,000
200,000
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30,000
50.000

3.694.000
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0
0
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- 50,000
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(会計担当, 斉藤明子)

◇「甲虫=ユース」 編集部より◇
久し振りに 『甲虫ニュース』 の本来の顔とも言う
べき甲虫類の解説が, 小梅市博物館の大原日' G博士
のご好意により復活しました.  この機会に四角紙や
標本箱にねむっているェンマムシを整理してみて下
さ い. この解説が終る頃にはェンマムシ屋が增える
ことでしょう. 短報をお待ちいたしております.
「甲虫=ユース」 の原稿の送付先: 196 東京都昭
島市つつじが丘2-6-22-806  妹尾俊男宛
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